
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

 

 

個性のぶつかり合いともいえる学校生活において、豊かな人間関係を構築させるためには互いを認め

合う雰囲気づくりに努めることが大切であると考えています。自己肯定感が低いと言われている最近の

子どもたちが、認められる機会を増やすためにも、学校だけでなく、地域や御家庭でも子どもたちの個

性や良さに目を向け、伝えていただけるよう御協力をお願いいたします。 

＜１年生では＞ 

 他を尊重し、誰もが過ごしやすい学校生活をつくりあげる。 

＜２年生では＞ 

 個性を尊重し、苦手を補い合えるような人間関係をつくる。 

＜３年生では＞ 

 互いに認め合い、互いに高め合う言葉掛けを意識する。 

普段、何げなく生活

しているだけでも、自

分の良いところを見

つけて、褒めてくれる

人がいることがとて

もうれしかった。自分

も人のいいところを

意識して生活してい

きたい。 

褒められるという

ことは、何だか恥ず

かしいけれど自分の

良さを知ることがで

きた。みんなありが

とう。 

認め合い 高め合い 共に創り上げる 心豊かな生徒の育成 

― 互いを思いやる心を大切に ― 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

「ほめほめ劇をしよう」 


